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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 害虫駆除事業

6,518

8,589

消耗品費

事 業 費

害虫やネズミの発生を防止し、市民の安全安心と生活環境の向上を図
る。
市民が害虫などの生態や防除等の方法を理解し、市民自らが虫と上手
に付き合うことにより、快適で健康的な生活を確保する。

流域薬剤散布業務 11,244

1,313 1,550

871

事業の継続実施

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 39,437

ハチ駆除業務（休日・時間外）委託料等 990 990

備品購入費

42,744

2,383 1,870

5,927 6,375水路床清掃業務委託料

2,661 2,737

修繕料 1,490

14,279

1,475

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

職員の減少によって業務委託を順次進めているなかで、本年度より実施している
ユスリカ等発生流域における薬剤散布業務を委託することにより、車両及び、購
入する薬剤量も減少させている。

25年度予算

1,113

施設管理関係委託料

主な要求内容 （単位：千円）

報酬（再雇用職員人件費）

その他

39,43742,74434,948

2,772

内容・積算等

事業の継続実施 事業の継続実施

【経過（～25年度）】 【26年度】

○ハチに関する相談対応、啓発、情報提供
　　一部、公共地等については危険回避のために駆除を実施することがある。
○蚊の防除に関する地域実践活動
　　自治会等の住民組織に対して、蚊の生態や私有地内での防除方法の啓発
　　とともに公共雨水集水桝に散布するための薬剤を提供し、住民自らが環
　　境改善を行うことにより感染症の防止と快適な生活環境の確保を図る。
○セアカゴケグモに関する相談対応、啓発、情報提供及び実態調査
○ユスリカに関する相談対応、啓発、調査及び防除
　　公共水域から発生し、市民に被害をもたらすユスリカを、管理所管と協
　　力し、薬剤散布、水路床清掃等により防除する。
○ネズミ、その他の害虫等に関する相談対応、種類の同定及び啓発
○感染症媒介生物（蚊、ネズミなど）のサーベイランス調査
○住居環境改善援助事業
○浸水時や感染症発生時の消毒　　○生活衛生センターの維持管理

事業目的

事業内容

整理番号 11 - 131

光熱水費

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

7,034

1 局・課名 健康福祉局・生活衛生センター
マスタープラン
３つの挑戦

－
マスタープラン

施策番号
1

区分
その他一般施策

(単位　千円)


